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:
:
り

^
云

ふ

事

實

は

空

谷

に

跫

着

を

聞

く

以

上

の

喜

K
で

雜

録

組

合

社

會

主

義

に

對

す

.

る

ウ

ィ

ザ

ァ

ス©

f t
f p

三

^

邊

ぺ

金

藏

資
本
主
義
制
度
の
弊
喪
を
認
む
る
ビ
共
代
國
«
社
會 

主
義
は
誠
に
是
等
弊
害
中
の
幾
つ
か
を
廢
し
得
可
き
も
，
 

而
か
も
其
は
唯
だ
生
產
額

R

大
損
失
を
見
ん

V

す
る

.

危
.
 

險
を
胃
し
、.
道
徳
的
竝
び
に
知
識
的
發
達
を
枯
死
せ
し 

む
る
が
如
き
惡
影
響
を
齎
ら
さ
ん
ビ
す
る
官
僚
的
產
業 

管
逃
を
設
定
す
る
乙
ミ
に
依
り
て
の

_

み

、

之

，を

能

く

し 

得
る
も
の
な

b

と
云
ふ
結
論
に
到
達
せ
ざ
る
を

#

ざ
り
 

し
者
に
す
り
て
は
、
國
家i

組
合
制
度
の
設
定
に
依

A

 

て
-

社
會
の
改
革
を
圖
ら
ん

V」

す
る
社
會
主
義
の
一

M

あ

あ
も
が
、
.乍
併
初
め
て
組
合
社
會
主
義
の
泉
ょ
り
掬
べ
：
 

る
.者
の
胸
中
に
は
自
か
ら
種
々
な
る
疑
惑
の
M

m
す
る. 

を
禁
め
得
ぬ
の
で
あ
る
。
何
ミ
な
れ
ば
組
合
社
會
主
義 

の
說
く
所
の
大
體
は
ク
賃
銀
制
度
？:
廢
止
し
て
經
濟
上 

の
自
*
を
確
保
し
、
.二
初
の
產
*
の
組
織
を
變
页
し
て 

手
足
若
く
は
頭
®

を
勞
す
る
總
て
の
勞
働
f

包
含
し 

一
切
の
潜
&
勞
働
者
を
排
除
せ
る
大
な
る
则
結
ど
な
し 

資
本
家
を
無
用
に
歸
せ
し
め
、
大
な
る
翻
結
を
勞
働
老 

に
自
由
.を
與
ふ
る
新
な
る
組
合
S
な
し
、且
つ「

機
能
^
: 

因
る
紐
織」

を
茶
礎
^
し
て
新
し
き
祉
食
を
建
設
す
る 

に
在
り
ビ
謂
ひ
得
る
，が
如
く
に
し
て
彼
の
ナ
ン
デ
ィ
カ 

リv

ズ
ム
€
の
，相

違

は

主

と

じ

て

國

家

R
對
す
る
態
度
の 

相

違

に

在

ふ

^
稱
ー
し
得
る
が
如
く
で
あ

.る
が
、
#

々
は 

先

づ

第

一R
は

生
產
者
は
如
何̂
し

て

消
費
者
ミ
し
て
： 

:の
自
己
の
機
牲
に
よ
ら
ず
し
て
經
濟
的
自
由
を
確
保
し 

得
る
で
あ
ら
う
が
、
谷
人
は
商
品
若
く
は
勸
務
の一

種

第
十
五
溜

(

ー
〇
〇.
五)

：

雜

鉻

組

合

社

#
主
義
に
對
す
る
ウ
イ
ザ
ア
ス
の
批
評

第
七
號

it



第
十
茧
卷

(

一
〇
〇
六>
 

雜

錄

類
若
く
は
其
一
種
類
の
何
分
の
；

I

か
を
：生

產

し

.て

數

百 

千
種
を
消
費
す
る
の
常
な
れ
ば
各
個
人
の
.

享

く
る
自
由 

の
總
計
は
斯
の
如
く
に
し
て
果
: 0

て
能
く
僧
進
せ
ら
れ 

得
可
き
か
^

危
ぶ
.

ま
•

ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
次

に
.
 

又
た
a

合
は
如
何
に
し
て
惯
値
の
間
題
を
解
抉
せ
ん
ど
一 

す
る
か
、
換
言
す
れ
ば
彼
等
は
如
何
な
る
基
礎
の
上
に 

立
ち
て
其
生
產
物
を
交
換
せ
.

ん
^

す
る
か
？
。
國
家
社 

會
主
義
は
或
は
其
法
產
す
る
所
の
.

も
の
、
或
は
其
消
費 

す
る
所
の
も
の
を
自
由
に
撰
擇
す
る
權
利
を
各
，固
\
上
一 

許
さ
ず
、
ブ
ロ
、

v

ァ
流
に
之
を
割
り
當
て
、
此
間
題
を
解
一 

決
し
得
る
が
如
く
で
あ
る
，が
、
組
合
社
會
、王
義
は
如
何

| 

に
し
て
此
問
«

を
解
か
ん
ビ
す
る
か
.

？
_

。
企
業
^

創

意
1 

V
J

は
組
合
の
®

占
下
に
在
纟
て
览
が
國
家
の
管
理
の
下j
 

汉
在
名
_

、な
殆̂

異
- ^

所
&

見
ざ
.

る
程
« ;

ま
で
阻
害
せ
ら
‘

.
る
、
i
果
し.
て
な
：い
で
あ
ろ
ヶ
が
？
。
組
合
に
加
入
す 

可
き
權
利
を
決
定
す
る
は
何
人
の
仕
集
で
あ
る
ぃ
？o

パ 

'̂
合
主
義
者
は
誠
^
普
通
ル
傭
主
七
對
し
て
ょ
り
も
組

i._v'ia._.-rrgsT7gBTg: 

ぎ tv 

与
.

第
b
號

九

四
 

—

合
に
對
し
て
！，層
勤
勉
忠
實
に.
德
く
で
あ
ろ
う
か
？
智 

し
何
れ
か
の
組
合
が
周
到
綿
密
な
る
獨
占
カ
を
施
行
す 

る
其
傍
に
於
て
、
相
互
的
掠
奪
の
惡
戯
公
開
始
し
た
b 

ど
せ
ば
其
結
果
は
果
し
て
如
何
な
る
こ
^
、
な
る
で
あ 

ろ
う
か
？
。
ど
斯
く
幾
多
の
問
を
麓
ね
ざ
る
を
得
な
い 

の
で
あ.
る
。
而
し.
て
彼
0
所
謂「

機
能
^
因
る
組
織
し
ビ 

は.
果
し
て
：何
事
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
か
?'.
。.
：劳
し
\
 

>

は
先
づ
第一

に
屠
夫
た

'̂
麵_

燒
た
る
可
き
に
し
て
、

國
民
の
一
員
た
^
NA
類
同
胞
の
一
人
ね
る
は
第
ニ
段

.0 

こ

ビ

な

な

ら

ば

、.
*.
は
ま
た
餘
う
に
唯
物
的
見
解 

に

偏

せ

る

も

.
の

、

如
く
自
分
^
は
思
#
せ
ら
る
.。
而
し 

て
其
は
必
ず
や
各
輝
0
刺
窖
が
協
働
：ど
競
筆
ど
に
浓
&

て
調
和
せ
ら
れ
愉
々
た
る
諧
胸
ビ
成
る
！

若
く
は
成 

ら
ん
^

す
る
—

大
;i
:

る
社
會
のj

員
€

し

.て

有

す

る 

备
人
0

見
解
ビ
.は
甚
だ
相
異
れ
る
利
己
的
に
し
て
夂
た 

部
分
的
な
る
所
見
を
生
ま
ん
、匕
す
る
■

で
あ
ろ
う
。
組
合 

社
會
主
#

0

文
献
の
硏
究
は
9

其
執
擊
者
の
|

紀
：も
I 

|

組
合
社
會
生
顧
に
對
す
る
ウ
イ
ザ
ア

X

の'

批
評

.

拘
ら
泠
是
等
の
囷
難
が
除
却
さ
れ
て
居
ら
ぬ

を

吾

々
k
吿
知
す
る
。
國
家
社
會
主
義
は
有
能
な
る
®

^

しヾ-

.

.

.

.

.
 

. 

.

.

. 

.

:

.

.

命
せ
ら
れ
た
る
所
を
忠
實
勸
勉
に
遂
行
す
る
萊
順
な
る 

.

人
民
ビ
を
以
て
す
れ
ば
、..理
論
上
に
於
て
は
其
可
能
な 

る
を
發
見
す
る
次
第
で
あ
る
が
、
' 組
合
社
會
主
義
#
の

鼾

晝

が

如
！！
：；

2
し
て
，.
自
己
の
確
保
せ
ん
ビ
す
名
目
的:

-
i 

.. 

, 

' 

: 

■ 

. 

.

.

.

.

.

の
多
く
を
犠
牲
に
供
す
る
こ
と
^
ぐ
し
て
、
兎
R
も
角 

に
も
運
行
す
る
制
度
中
^
篏
入
せ
ら
名
可
き
や
は
容
易
，

. 

. 

.1 

. 

, 

. 

. 

, 

, 

: 

: 

I 

.

に
之
を
審
に
し
能
：は
ぬ
の
：で
ぁ
る
。

却

說

G
.

 

D
.

 

H
V

C
O

I
e

は
彼
の「

產
業
自
治
論」

の
： 

m

四
頁
に
於
て
菩
々
に
次
の
如
く
：語
り
て
居
る
。「

自
分 

は
：此
睿
妃
於
て
齑
業
的
改
造
に
對
す
る
ニ
ー
ニ
の
一
'般
的 

献
策
を
開
陳
せ
ん
と
す
る
。
是
等
の
献
策
は
產
業
管
理 

は
民
本
主
籤
化
せ
ら
る
可
き
も
の
な
り
>

勢
働
，者
は
漸 

次
^

增
大
す
る
管
理
權
ビ
責
任
ミ
を
保
有
す
可
き
1:
し 

<
、
資
本
家
の
至
上
權
は
勞
働
者
が
民
本
主
_
化
せ
る 

阈
家
ビ
相
提
携
し
て
產
業
を
管
理
す
る
產
業
的
民
本
主 

■

羊

五

卷

U

 

0

〇
七)

雜
：
錄
/

紙
合
社
會
生
義
47
-

義
の
.制
度
に
賴

 
>

 

て
の
み
之
を

®

し
得
る

.

も
.

の
な
り
e

 

.云

ふ

思

想

に

遞

く

の

で

あ

る

o
是
が
即
ち
斷
氣
私
齓
各 

制
度
で
あ
つ
て
其
最
も
顯
著
な
る
思
想
は
、
個
々
の
勞 

働
者
は
單
に「

手
足」

ピ
し
て
、

:

1
1增
し
^
賞
耍
の 

度
を
失

a

つ

、
あ

る

產

業

.上

の

器

械

の

助

手

ビ

し

て

見 

ら
れ
て
は
な
ら
ぬ
、
彼
は
權
利
を
有
し
寶
任
を
有
し
、
 

人
間
の
綠
神
ど
自
己
實
瑰
、
自
治
及
び
個
人
的
&
由
に 

對
す
る
觸
望
と
を
有
す
る
人
間
の
一
人
ど
し
て
見
ら
れ 

ね
.：ば

な

ら
g

s

云
.

ふ
こ
と
で
あ
る
。」

此
* .

著
な
る
思
.
想
は
今
H

に
於
て
は
吾
人
の
大
多
數 

に
依̂

て
'

懷
が
る
、
所
で
あ
る
が
、
併
し
此
は
果
し
て 

,大
な
る
獨
占
.の
幾
画
が
を
設
定
す
る
に
因
り
て
達
成
せ 

ら
る
可
き
も
の
.

で
あ
ろ
ぅ
か
？
。
國
家
の
產
業
營
a

s

 

官
僚
的
專
制
と
记
：對
す
る
，辛
^ ;

な
る
批
評
が
、
組
合
齔 

會
主
義
者
特
に
コ
オ
ル
氏
自
ら
に
依
り
て
提
唱
せ
ら
れ 

た
る
後
.

^

於
.

て
：、
產
業
管
理
が
勞
働
者
に
依
り「

民
本 

生s

化
せ
る
國
家
^

_

^

し
て」

遂
f f

せ
&

れ
ざ
る
可

卸
す
石
穸
ィ
ザ
ア
ス
の
她
評 

第
七
號
九
丑



:
:
'第
十

茇

怨

(
〗

〇
〇
八

)

P

ざ
る
を
見
る
は
少
し
く
失
望
の
感
な
S

を
得
な
，い 

次
第
で
あ
る
°

乍
併
單
に
S

迄

提

携

し

て
.̂
:

謂

は

ず
 

し
て
故
ら
に
民
本
主
義
.化
せ
を
國
家
S

提
携
し
て
云
ふ 

ょ
b

見
れ
ば
、
所

謂「

民
本
主
義
化
せ
る」

な
る
語
は 

此
場
合
に
於
で
は
：幾
多
0

祝
福
を
包
擁
す
る
も
の
ど
解 

せ
ら
る
可
き
で
あ
：つ
て
、
：而
し
：て
又
た
恐
ら
く
は
實
際 

に
之
を
包
擁
す
る)

J

 

V
J

で
あ
ろ
ぅ
o

コ
ォ
斤
氏
は
第
六 

頁
に
至
ら
之
が
語
を
續
け
て
次
の
如
く
說
く

、「

賃
銀
制 

■<度
の
^ *
®

^

生
產
«

.は
| 1
.

ふ
る
忙
包
己
の
生
涯
ど
±
事 

W

の
管
理
に
出
來
得
る
限
V

十
分
^ ,

參
與
す
る
の
勝
夂

第

七

號

九
六

者
の
施
會
0
利

益

；
を

保

'障

す

る

ど

同

時

に

，

他

.
方

，
に

 ̂

て

は

：
生

產

者

，
に

與

ふ

る

に

.自

己

の

爲

め

に

生

產

を

組

織
 

'
'
す

る

の

自

由

を

以

V

し
得
る
が
如
ぐ
に
、
生

産

溝

の

組
• 

織
ど
消
費
輿
の
組
織
ビ
0
間
に
分
配
せ
ら
れ
^
る
M
度 

|

を
案
出
せ
ん.
£
努
む
。」

而
し
て
六I〗一

頁
に
於
て
は
再
び 

;

菩
人
R
吿
げ.
て

.

「

第

1
化_

家
的
組
合
中
_

苕
は
自
己 

|

の
觉
む
る
所
の.
何
た
る
や
を
明
知
す
。
彼
等
の
目
的
は 

:
資
本
家
的
生
產
勒
度
の
廢
止
に
依
り
て
隨
伴
せ
ら
る

 ゝ

國
家
ど
勞
働
ご
の
間
の
.組
合
で
あ
る」

ビ
主
張
す
る
。

.
故
に
國
家
的
組
合
制
度
の
下
に
於
て
は
彼
の
如
く
痛 

;
駡
せ
ら
れ
た
る
國
家
は
梢
費
遨
を
代
表
し
其
利
益
を
擁 

-

護
す
る
^
云
ふ
極
め
て
重
要
な
る
機
能
を
爲
す
こ
ど
、 

な
る
0
で
ぁ
る
が
、
同
時
に
勞
働
者
は
@
ら
生
產
を
組

以
て
す
る
こ
と
>
の
至
大
な
る
必
要
を
認
知
す
る

,

一S 

に
依̂

V

て
、
ナ
シ
ヨ
ナ

ァ
ル
V
ギ
ル
ブ
メ 

\

 

(

國
家
的

.

組
合
主
義
者
.

)

.

は
又
た
消
©

者
の
代
表
者
、：

隣
接
た
る

關
係
ょ
り
生
ず
る
共
同
の
利
害
を
有
し
、
：生
活
手
段
の
：
、
織
立
ク
可
き
自
尚
を
有
た
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
ぁ
る
。

田 

共
同
使
用
者
た
る
關
係
を
有
す
々
：

I

切
の
人
々
の
代
表
::
'
ら
ず
此
自
由
は
如
何
許
り
可
能
に
し
て
、
其
意
味
す
る 

者
ナ
る
國
家
及
び
都
市
.

の
眞
1 .
.

な
^

機
能
を
發
見
し
所
は
果
し
て
何
な

：̂

V

や
？
.；、
其
は
勞
働
者
は
、
消
1

者 

た
故
に
彼
等
.

は
產
業
の
管
理
が
、
：

I

方
f

c

於
て
f t

費 
' 

が

如

何

な

る

事

物

を

：所

贫

し

：享

樂

，せ

ん

ミ

欲

す

る

か

を

雜

錄

組
合
社
會
M
義

對
す
h
v
A
ザ
7
ス
の
批
評

,

問
は
^

U

て
，.

只
管
^

钧
己
の
好
舡
所
を
»

.

,

出
す
る
i$
f
 

猾
可
し
^

の

意

_

で

あ
る

か

？

 
o

ff
i

し
て
滞
し
電
R 

せ
ば

、

勞
働
恶
が
何
人
も
が
希
蕻
せ

ざ

る

物
そ 

生
產
せ
る
が
如
5

場
合
に
は
、
彼
等
は
如
柯
に
し
て
_

 

己
の
勢
作
に
對
し
て
報
酬
せ
ら
る
可
き
で
あ
ろ
ぅ
か
?; 

換
言
す
れ
ぱ
彼
等
は
傷
人
の
茌
產
し
つ
、
4>
.る

何

等

か 

の
財
に
對
し
て
如
何
な
る
權
利
を
符
す
る
.

で
あ
ろ
5

 

か
々
。'
.
コ
：ォ
^

氏
は
他
の
個
所
に
於
.
'て「

勞
働
者
.は
善
き 

物

'？
:

作
る
h

き
か
若
ぐ
は
惡
居
物
女
昨
る
可
き
か
を
S

 

#

す
る」

：■
自
_

を
有
せ
ざ
名
可
か
&

#

と
說
念
消
«
者 

ば
斯
-<
:

て
生
產
せ
も
れ
れ
る
物
金
»
石
か
若
べ
ば
之
を 

措
ぐ
可
し
ビ
獎
め
て
啟
る
や
5

で
あ
る

.
。
' 
乍

併

笨

産
は 

他
の
-

切
の
：劁
度
' 0

下
に
於
^

4

贫
同
線
國
家
的
龃
為 

制
度
の
下
^ ;

於
て
も
亦
た
|

或
对
現
在
. 0

制
度
®

^

 

ね
於
:»

る
が
如
く
市
場
に
於
0

る

購

厲

に

依

,

て

自

ち 

表
明
せ
；
る
、̂

せ
ょ
、
或
は
务
允
國
家
社
會
主
義
の 

T

R

於

て

は

.然

る

可

し
€
想

像

せら
る

S
が

如

く* 1
® !

な
岑
財
を
：享
‘受
ず
各.
が
|1
:
.

#
^
爲
：め
に
然
名
可
t
ミ
決 

途
す
る
官
僚
の
決
«
は
依.
り
て
：表
明
'せ
ら
る
、
.に
せ
本 

—

|
消
雙
者
の.
必
要
^
侬つ'
:
て左右せらる性賀 

、の
も
の
で
あ
ろ
ぅ
。
從

つ
で

生

ま

種

經

濟

的
R
自
己 

を
娌
認
せ
し.
め
'ん
と
せ
ば
其
：決
定
が
如
何
な
る
方
法
拉 

依
々
て
到
達
せ
&
る
，.
> に
せ
ょ
、
m
に
も
角
に
も
^
®
 

者
：に
依
り
て
慾
求
せ
ら
る
、
も
の
を
生
產
：せ
ね
ば
な
6 

ぬ
の
で
あ
る
。

若
し
f
b
す
し
て
彼
等
の
衆
め
ざ
名
物 

を
生
產
^
れ
々
？
せ
ん.
か
、
然
ら
ば
彼
の
生
產
者
は
經 

濟
上
^
於
，て
は
御
等
，の
價
値
を
も
有
せ
ざ
る
^
の
に
し 

彼
0
生
歲
上
狀
於
け
る
®
由
は
彼
女
し
て
社
會
0 

要
求
を
滿
足
す
1̂
>
爲
：め
に
あ
'&
^
し
て(

.
實
姐
^
:5
1;. 

身
の1

#

樂

;0
爲
め
に
行
動
す
る
無
用.
.0
窬
生
蟲
：れ
ら
;1,

.
* 

..C 

I

分
る
の
み
婼
あ
ろ
3

。：

實
杧
罟
火
に
し
ヤ
自
給
自
姐
め 

原
骀
野
餐
の
社
會
狀
權
：は
復
歸
'*
ざ
る
限
办
、
他
の
何 

人
か
0

愁
求
^

廳
：.:'(
:

は
.
'n
t

®

0

勞
働
者
の
免
る
可
か
^

 

ざ
る
：運

命

で

あ

る

"
：
：：
然

れ

ば

吾

々

は

國

家

ど

勞

働

ビ

相

瀚

十

芄

糙

C
1

0
0
九)

雜

瀲

組

合

社

會

由

義

れ

.對
す
ネ
岁
ィ
ザ
ァ
ス
德
評

第

七

锶

菜



第
十
五

,

(

一：
Q
l'o)

雜

錄

組

合

社

會

囊

I

す
.
f

ィ
ザ
ア
ス
の
批
評 

互

に

協

同

す

可

し

ビ

云
ふ
此
提
案
に
は
初
め

.よ
，
C
N(>
て

じ

關

係

を

有

ゃ

で

あ

ろ

う

o

第
七
號

練
て
重
大
な
る
經
濟
上
の
能
率
低
下
ビ
.な
っ
て
其
實
を 

現
中
可
§

不
和
乳
蝶
の
芽
生
し
っ
、
あ
る
を
見
る
の
^

,

あ
.

る
。
詳
言
す
れ
ば
生
産
者
を
代
表
す
る
■

艇
航
ff
l

;

t

w
 

ど
消
費
者
を
代
表
す
る
國
家
ど
が
完
全
な
る
w

f n

を
慠 

ち
て
行
動
す
る
に
あ
ら
ざ
れ
ぱ
、
現
組
織
の
下
に
於
て 

:

經
濟
的
機
關
の
大
阻
樹
物
た
る
の
實
あ
る
同
盟
罷
工
等 

.

の
如
き
机
礫
は
、

一
層
激
烈
a ：
る
衝
突
^
な
る
で
あ
ろ
：
 

う
.

、、: '
'
;

何̂

な
れ
ば
是
等
；は
政
治
的
機
關
を
通
じ
て
全
社 

會
を
其
渦
中
に
卷
き
込
む
で
.

あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。

而
し
て
此
問
題
に
對
L

'l
r

は
V

コ
オ
ル
氏
は
十
分
明 

瞭
に
其
思
索
を
，盡
さ
な
か
っ
た
や
う
に
姐
は
る
0
蓋
し 

氏
は
其「

產
業
自
治
論」

0

:

ル
六
頁
把
於
て
:'「

幾
多
の 

細
合
ば
相
聯
合
し
て
：
|

«

の
，中
央
組
合
會
議
を
形
っ
く 

.

る.
で
あ
ろ
う

C

此
中
央
組
合
會
議
は
最
高
な
る
產
業
圓 

體
で
あ
っ
て
、
生
產
者
S
し
，て
の
人
々
に
對
し
恰
か
も 

議
會
が
消
費
者
ど
じ
て
の
人
々
に
對
L

て

有

す

る

同

コンゲレ 

.

二
:!
；

議
會
も
組

合
會
議
も
共
^

最
高
統
治
者
^

^

を
得
な
い
o

何
ミ
な 

れ
ば
前
者
は
最
高
^

る
地
域
的
團
體
で
ぁ
り
、
後
者
は 

最
高
な
る
職
業
敗
圈
輯
で
あ
：る
か
ら
で
あ
る
。：15
.

者
よ 

主
と
し
て
消
費
に
干
與
す
る
が
.

故
に
其
支
配
«
消
擴
者 

.

の
掌
裡
ね
#

す
可
ぐ
、
氮
者
は
其
主
た
る
業
務
が
を
1

 

忙
關
す
'る
が
故
ね
生
產
者
に
於
て
之
を
支
配
す
可
さ
も 

の
で
ぁ
る」

€

說
為
、
其
八
七
頁
に
於
て
は
再
び「

聋 

個
の
紐
合
が
議
會
ビ
.相
®
ふ
場
合
に
は
—

自
分
は
斯 

の
如
き
場
合
實
^
在
り
得
可
しw

:

思
惟
す
^

——

其
&

媒 

審
判
は
總
て
の
：組
織
的
に
1 1

結
せ
る
消
1

者
ミ
|

切
0
 

鈕
織
的
に
圈
結
せ
る
生
產
者
ビ
を
代
表
す
る
一
個
の
代 

表
國
體
に
.

於
て
決
定
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
0
產
業
圓
體 

.

が
事
S T

に
關
す
る
I s
f f

の
支
配
權
■

は
當
'

然
議
會V

J

规
A '
2
. 

會
議
.W
を
.

平
等
に
代
表
：す
る
或
る
共
同
则
體
に
歸
1

す 

可
&
も
の 
>
如
く
思
は
れ
る
。
蓋
し
然
ら
ざ
れ
ば
裁
斷 

は
自
ふ
或
は
消
費
者
に
有
利
.

に
成
は
生
產
者
に—

有
利
ヒ

街

園
I
食̂y.

偏
せ
ん
ビ
す
る
醭
あ
る
が
故
で
あ
る
。
乍
併
斯
の
如
き 

問

題

比

對

し

て

或

は

！
！
會

よ

ヴ

或

，は
，組

合

會

議

よ
り
し 

て
兩
鞔
の
何
れ
よ
り
も
上
に
立
‘つ
代
表
團
體
に
訴
ふ
る 

所

あ

す

れ

ば

、
國
家
の
至
土
*

も

謂

ひ

•組

合

會

議 

の
-

至

上

權e

謂

ふ

說

ば

明か
に
廢

槩

；せ

ら

れ

ね
ば
な
ら 

ぬ
、
.而
し
て
吾
々
は
最
終
の
允
許
を
單
に
一
切
の
私
人 

を
代
表
す
^

の
：み

な

ら

ず

フ

其

各

種

0 ,

社
會
的
活
動
に 

於
て
の
：一
切
の
私
人
を
代
表
す
る
或
る
團
體
に
求
め
ね 

.

.ば
な
ら
' 

ぬ
の
で
あ
る
。
機
能
に
基
く
咎
種
の
結
社
は
國 

：

民
的
生
活
の
必
須
的
表
顯
L

し
.

y

承
認
せ
ら
れ
ね
ば
な 

ら
ぬ
。而
し
て
國
家
は
單
に
其
一
つ——

長
兄
、白
肩
に 

過
ぎ
ぬ
，ビ
し
て
承
認
也
：ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
至
上
權
を 

斯
の
如
C

異
れ
る
意
,

に
*

す
る
新
し
き
®]
:

會
哲
.學
は 

未

だ

爲

し

遂

げ

ら

れ

ぬ

が

、

::
::
併

し

卷

し

組

合

社

會

主

義 

者

ゆ

し

て

絕

ゐ

す

自

己

の

用

語

及

び

他

人

の

用

語

^

躓 

く
の
煩
よ
ひ
脫
せ
んV

欲
す
る
な
&

ば
、
ギ
ル
ド
思
想 

ど

相

適

ひ

、

@

己
の
.創

造

せ

ん

ビ
す
，る
|±

會

の

結

構と

相
適
ふ

1

個
の
理
論
を
#
見
し
且
つ
明
瞭
に
之
^
形
つ 

く
る
の
機
を
失
し
て
は
な
ら
ぬ」
^

言
つ
て
转
る
が
フ
. 

其
意
は
夂
日
*
に
は
明
pi
?

で
，あ
る
か
も
^

れ
ぬ
が
通
常
人 

に
は
甚
だ
不
明
で
あ
，る
か
ら
.

で
あ
る
。
通
常
凡
俗
の
績 

:

者
は
以
上
の
言
を
讀
ん
で
_コ
ォ
>
氏
が
組
合
が
議
會
ビ 

相
爭
ふ
へ
こ
^

ば
甚
だ
有
&

得
可
き
こ
ど
で
あ
るW
考
ふ
' 

る
も
の
な
る
を
見
.る
の
み
で
あ
る
，

——

而
し
て
氏
の
此 

推

察

^

は

吾

々

の

心

ょ

り

推

服

す

る

，
所

で

あ

る

。
更

に 

コ
ォ
ル
氏
は
究
極
の
是
認
は
議
會
及
齓
合
會
議
の
何
れ 

R

も
存
せ
♦

し
て
、
却
つ
て
此
兩
者
以
上
に
立
ち
て
而 

か
も

1

方
k

於
て
此
兩
者
を
代
表
す
る
t

共
^

他
方
-
R

 

於
て
は
車
に
一
切
の
人
々
を
代
表
す
る

.

の
み
な
ら
ず
、 

實
に
：又
"

一

切
の
人
々
を
其
各
種
の
社
會
的
活
動
に
於 

て
代
表
す
る
或
,

代
表
_

體
に
存
せ
ざ
る
可
か
&
す
ビ 

論
を
結
：ぶ
の
で
あ
る
が
、
是
も
亦
た
普
通
人
に
S

り
て 

は
何
の
意
!3
;

^

.

る
：や
を
.

怪
し
ま
.

，さ
.

る
を
：得
さ
る
も
の
で 

あ
る
。
雲

に

i

步
を
進
め
て
之
を
言
へ
ば
ヽ
國
家
は

雜

十

沍

卷

2

Q
一
一)

.
雄

^

組
合
社
會
生
義

k
對

t
る
^
イ
ザ
ア
ス

0
妣
評
ノ

第
七
魏

I



第
十
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一P
I

I
D

m
:
#

紙
.

合
^
命
主
魏
1

2

S

す
る
ク
イ
ザ
，

K

ス
の
；批
評

 

第

七

號一

〇
p

-

澠
权
機
能
的
結
«1
:

外̂
な
.ら
ぬ
ビ
兹
ふ
主
張
も.亦
^
舞 

通
人
に
ビ
；b
て
.
.は.當
.惑
を
^
ゆ
る
も
.の
.'..

に
し
て
、
'
.̂
4 

コ
ォ
ル
贝
が
組
合
社#
主
義
：は
須
ら
く
此
間
題
：に
對
し
：
 

て
明
瞭
な
る
理
論
を
作k

此
不
可
姐
«
な
る
治
者
|1
; 

、
體
：の
寄
り
集
b
が
如
何
に
し
て
協
賴
し.て
活
動
し
.得
る 

ゃ

、

，
若

く

は

如

何

^
し
て
實
際
の
：效
果
を
擧
げ
得
る
や
：
 

を
!©
.タ
に
吿
げ
ざ
る
.可
か
.
&中
と
言
へ
る
に
'對
し
.て
此 

點

'<
1
'り
熱
心
に
«
成

，
せ

ん

を

欲

す

る

者

ゼ

あ

备

0
--
.

:

.

.
:
.
.閑
^

休
®

®
~
-
>
#

& .

者

に

し

て

何

が
^

產
せ
：
&

る
： 

可

き

や

の

問

題

に

»

U

發

言

權

を

有

す

る

^

せ
‘

ば

、

：；‘

而 

し

て
®

丨

國

家

收

龃

合

制

.

%

の
.

下

に

_於

て

は

國

家

は

消 

费

者

が

代

表

す

る

各

の

，

-V

せ
ば.
、.
.紅

が

社#

虫

義

に

.依 

.ぅ

勞

侧

者

に

約

朿

せ
ら
る
、
■
自*
な
る
，も
0

は
國
家
の
、
 

統
制
に
因
り
て
極
め
て
重
大
な
る
制
.限
を
蒙
る
で
あ
る 

.

う
。
.

，
コ

オ

ベ

氏

は

1

〇
六
迓
に
於
て
國
家
は
；

「

生
產
者 

の
問
題
を
決
定
し
生
產
に
對
し
直
接
0

統
制
を
施
行
す 

可
き
何
等
の
要
請
を
も
有
れ
ぬ
/

:

何
$

な
れ
.ば
國
家
の

權

；利

ば

其

が

消

費

者

を

代

：表

し

、

消

费

苕

は

國

民

的

所

. 

產
の
分
割
、-
若
く
は
社
#

に
於
け
：，る
所
得
の
分
割
^
制 

御
ず
可
き
.

も
.

の
な
ぅ
？
云
ふ
.

事
實
の
上
R

立
、つ
，か
ら
で 

あ
る」

と
說
く
が
、
へ̂

X

消
費
者
に
し
て
斯
の
如
<

«

 

倉
の
所
得
分
割
.

R

.關

し

て

決

定

ず

る

所

あ

る

可

き
#

な<

i 

b.
ぢ
す
れ
ば
、
生
產
0
襖

に

當

，
る

紐

合

員

は

消

费

者

&

.
希
望.
に
從
ひ
沿
鎪
*
に

：
依
.

^
て
支
給
せ
'ら
る
、
‘報
：酬

枝

： 

對
し
て
#
働
甘
ね
ば
な
ら
ぬ
者
た.
る.
は
明
々
&
令
で
あ 

る
。
而
し
て.
然
系
時
«
紐
合
'.員
0
自_

は

寧

に「_

M
! l:_
r:

l l

.
,
,
l
.
.
.
〇
A

H

fc
^

て
「

勞

働

者

は.產

業

の

疋

常
.

な

る

‘
指

揮
 

(

を
.

統

御

す

可

き

で

あ

：
る
；
が

フ

併

し

彼

等

は

.

恣
に
商
品
0
 

_

代
價
を
左
右
.

し
、.
何̂

消

費

す

可.^
;

か
を
消
費
*

H

命 

令
し
て
は
な
ら
ぬ
、
他
の
語
を
以
て
之
を
要
約
す
れ
ば 

,

彼
等
は
個
々
0

.「

刹
润
‘

漁
&

J

が
今
日
社
會
t

掠
奪 

1

0

>あ
：：

る
«

は
'

倣
汰
，で
)

&

<

^

;

椋
奪
し
亡
ゅ
な
&

'

ぬ
‘

」

：
：ね

言

ふ

。

.

.

自
由
競
邻
の
下
に
於
て
.

は
所
謂「

利
.

潤
'

n

勞

働」

を

柚

出

す

る

が

故

，
に

マ

I

は
他
を
俟
れ
中
し
て 

漁
り」

は
疵
會
の
瞒
は
ん
と
欲
ず
6

.

何
物
，か
を
賣
る
.

に
'

之
を
賣
1

す
る
こ
S
V

J
得
、(

第
一
：.|

)
>
從
り
て
.

貨
銀
«
典 

因
b
て「

社
龠
を
椋
奪
J
b
得

，る

に

過

ぎ

：
ぬ

が

、

f i
r
合制勞働を灌傭

す
る
占
が
資
本
家
に
有
利
な
る

«
八
ロ̂

の 

肥
の
下
に
於
.

て
ば
消
殺
新
は
'

抑
も
如
何
に
し
て
#
:
希
声

：

を
表
明
し
得
る
か
明
が
で
な

S
。

恐
ら
.く

は

多

數

，
の
：搜
.j

.

其
賃
銀
.に
代
$

生
產
0
組 

切
の 

.票
に
因
つ
て
#
る
も
0
で
あ
ろ
ぅ
、
而
し
て
其̂

^
:'
'
'
-
#
现
«*
.̂
.交
付
す
。

(

第
©
>
、賃
銀
勞
働
者
ゆ
淇
賃
鈒
ヒ 

-

其
他
の
裝
ひ
が
流
行
に
，添
ば
ん.よ
^v

は
寧
ろ
身
體
に
快
：

代
急
て
自
己
勞
働
の
生
產
物
広
對
す
る
：一
切
の
要
請
を 

適
な
S
ん
Z
ビ

公
好
み
フ
他
物
忙
於
け
る
嗜
好
は
間

:々'
.放
棄
す
。

」

故

に

71
若
；し
*
銀
.制
度
に
し
.て
.
燦

疋

せ

ジ

る
 

.

.
常
規
.を
逸
せ
る
が
如
き
人

.々に
^
り
て
ば
惟
ふ
に
喜
ば)

：窗
ぎ
.y
の
な
&
ビ
す
-̂
'ば
是
等
四
個
0
劣
等
化
ザ
备
地 

.し
き
光
景
で
あ
る
で
あ
る
ぅ.
！

. 

' 
‘

~
位
の
表
徵
は
悉
く
.除
-か
れ
ね
ぱ
な
ら
灯」

€
主
張
ず
^

。
' 

<•
:

コ
ォ
ル
.氏
め
所
論
が
f

興
味
深
ぐ
し
：て
又
：た
異
彩
乍
併
此
所

lira

個
の
劣
等
化

"せ

る

：
地

.位

の

漱

徵

ビ
 

.、
を

放

て■.る
は
.淇
賃
银
制
度
論
で
あ
る
。
氏
は

-
$四

更

は

'*
し
て
'何
で
あ
る
か
？
。
人
間
の
勞
働
が
其
勞
働
者 

::代

於

て「

賃
鈒
制
度
こ.
k
資
本
里
義
の
有
す
る
あI

 

'一
 

の

賣

く

し

て

寶

質
1>
ら
れ
得
ミ
云
上
事
實
味> 
誠 

.;
'
4
»制
0
极
源
で
あ
：る
.

，
賃

銀

制

度

ド

は
’國

家

的

組
;に
；組
合
#'
會
主
義
者
.
0承
認
す
る
が
如
く
、
勞
働
考
么 

:合
員
が
興
注
意
'̂
向
く
，る
-̂

醉

^
す
る
四
つ
‘の
際
立
、T

其
■
働
？
が
家
畜
の
如
く
合
せ
て.賣

賀

ぜ

：
ら'4
、
M

¥

.:

る
表
徵
が
あ
る
？
»

.

下
之
を
，«

も
平
明
な
‘

る
言
辭
it

て

の
.(

賃
银
的奴

！
！

 

S

區
別
.

じ
.

て
>

所
謂
»
產
的
奴
隸
よ
り 

述
べ
て
見
よ
ぅ
;0(

第

1
)

、
货
飯
制
度
は
勞
働
者
よ
b

數
段
の
.

步
.

を

示

す

：も
の
'

で

ゐ

る

。
；
人

間

部

居

己

0

樂
 

笫
十■

 

.

a

a
r:
5

雜

：錄
組
合
麻
#

街
義
は
對
す
|

'

ィ
ザ
ァ
：ス0
_

評

"

.辦
七
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會
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H
J
'
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ザ

ァ

ス
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批

評
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第

七

魏

一

〇
ニ

働
を
自
己
と
引
離
し
て
寶
る
具
ふ
事
實
は
、
假

办

に

の

I

ふ
可
I

I

。
而
し
て
此
制
度
は
調
和
を
保 

其
が
劣
等
化
せ
る
：

S

位
の
表
徵
？
 
？
す

る

も

總

て

の0

て
發
達
す
る.
鑛
多
の
可.
能
？

持
つ
て
居
る
の
で
あ 

頭
*
勞

働

者

及

び

自

己

の

熟

鍊

若

く

は

其

壇

物

を

滑

る

が

、
近
時
思
想
界
の
，流
行
は
根
本
的
に
誤
れ
る
可
吻 

'費
者
に
賣
却
す
る
一
切
の
與
S

業
者
£

り
て.
等
し
、
.
か
>
其
裡
に
伏
在
す
ど
斷
じ
去
つ
I

ぅ
で
あ
る
。
然
t 

く
營
ま
る
、
所
で
あ
る
0而
し
I

分
に
と
&
て
は
、自
一
れ
ば
例
へ
ば
ァ
ァ
5

へ
ン
ダ
ァ
^
ゾ
氏
は
最
近
成
4

八

\

§

}

山，

「

勞
働
者
は
從
來
全
く
顧
み
6
れ
ざ
り
し 

同
時
に
自
分
自
身
を
S

者
に
賣
る'i.A

な
ら
ざ
る
；

根
本
原
理
の.
承
認
を
基
礎
と
せ
5

し
&
方
法
を
要
求 

は
フ
自
他
の
爲
め
化
寧
ろ
«
益
'で
打

る

羞

は

る

、
の

I

す
る
。
其
第
一
は
人
間
の
勞
働
は
鐵
、
石
炭
、
乃
至
は
：
 

.
で
あ
る
へ」

. 

I

.
綿
の
場
合
に
於
け
る
が
：如
ぐ
需
要
供
粉
の
法
則
依.
つ
，
 

:-.
乍
併
或
る
意
味
に
漱
て
柢
洛
人
の
仕
事
.は
各
自
の 
一

ノ

て
左
右
せ
ら
を
ぐ
商
品
で
は
な
ズ
し
て
人
格
の
^
ょ
4 

部
分
で
あ
る
。
各
入
は
自
己
の
仕
事
の
中
に
自
己
の
一
人
格
の
表.
與
ぜ
る
も
の(

で
，あ
る
容
云
ふ
こ
ビ
で
あ
る
一
‘ 

部
を
注
入
す
る
：の
で
あ
つ
セ
、
勞
猶
者
が
自
己
■

部

？
公
會
し
て
居
る
。
が
併
し
何
人
か
能
く
間
ぐ
¥
ぶ
如 

:

を
鳥
る
®
度.

換
言
す
れ
过
自
己
の
仕
事
の一 .

部
を
他.j
何

，
に

も

麗

し

ぐ

響

ィ

此

句

0
眞

義

を

.
發

明

し

得

る

考

ゼ
 

人

の-
部
S

換

し

、

斯

く

て

互

S

產
？

？

消

へ

？
。
勿

馨

々

ほ.
總
で
他
の
と
：ど
に
於
け
る
ビ
同
樣
吾 

詹

I

?

、
總
て
の
^
が
共
同
の
幸
福
の
爲
め
に
々
め
仕
事
の
中
s

a

.の
人
格
を
表
現
す
る
も
Q

1
 

協
働
し
自
己
の一

部
f

之
S

與
す
る
大
な
る
千
手
: ;」

る
が
、
' 此
雲

は

何

故

に

吾

，々

が
之
を
賣
つ
て
也
I
.
. 

經
濟
體
S

る
制
度
は
.、I

な
る
利
益
I

す

る

も

仕

事

に

^

る
か
？
。
然
b

吾
々
の
仕
擧
.

は
何
故
に
、
恰
か
も
吾
 々

の
他
ゅ
行
爲
が
他
人
10

嘉

納

、
：
不
'

嘉
納
に
依
&
て
社
會 

的
價
値
k

有

す

る

が

如

く

：？

：

§

人

：の

好

み
^'

適
ひ
"

0
::
■: 

求
に
添
ふ
其
程
度
に
填
じ
て
評
價
せ
ら
れ
て
は
な
ら
ぬ
パ 

の
で
あ
る
か
？
。
 

ふ 

劣
等
化
せ
る
地
位
の
笕
ニ
の
聚
徵
は
勞
銀
が
其
勞
働 

を
埴
傭
す
る
こ
ど
が
資
本
家
に
.

ビ
b

て
有
利
な
る
時
に\ 

限
b

勞
働
者
に
仕
拂
は
る
ミ
云
ふ
事
實
で
あ
る
が
、
此 

劣
等
化
は

1

切
の
他
の
勞
働
者
に
依
っV

擔
は
る
ゝ
も 

の
で
あ
っ
て
、
現
在
の
生
産
の
爲
め
に
過
去
勞
働
の
生 

產
物
を
"

借
り
來
必
資
本
家
の
如
§
奴
亦
た
同
じ
運
命
を 

免

れ

ぬ

の

で

あ

る

。
患

者

、

»'
賴

者

の

爲

め

に

直

接

勞

働 

す
る
醫
師
、，.
辯
譴
±

の
如
き
も
、
；自
己
を
歷
傭
ず
る
，串5 \ 

者

、

依

賴

者

を

見

出

し

得

る

時

に

於

で

の

，み

能

ぐ

然

か 

す
.

る̂
'

得
る
に
止
る
の
で
あ
る
'0
:

リ
ー.

次
に
第
三
の
表
徵
は
賃
銀
勞
働
者
が
生
產
の
組
織
紀

の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
其
は
資
本
家
が
極
め
て
困
難 

に
し
て
又
た
微
妙
な
る
事
業
の
危
險
，ど
責
住
ど
を
勞
働 

者
に
代
つ
て
之
を
負
檐
す
る
が
故
に
勞
働
者
自
炉
ら
之 

を
分
擔
す
る
の
必
耍
な
き
に
绝
る
と
^

ふ
點
^
在
す
る 

の
で
あ
る
.。
而
し
て
同一

事
は
賃
銀
勞
働
潘
が
自
己
勞 

働
.の
生
產
物
に
對
す
る
一
切
の
請
求
權
を
51
渡
す
ど
云 

ふ
第
四
の
表
徵
に
も
亦
た
適
合
す
る
の
で
.

あ
る
。
蓋
し 

勞
働
者

0
生
産
す
る

も
の
を
し
て
經
濟
上
R

於
て
價
値 

あ
る
も
の
和
ら
し

め

ん

が

爲

.め

に

は

、
何
人
か
に
相
當 

の
代
價
を
以
て
■寶
却
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
が
，
此 

肢
賣
の
：方
面
こ
そ
實
は
甚
だ
多
雛
な
る
方
面
に
し
て
企 

業
家
資
本
家
の
最
も
苦
心
を
要
す
る
所
で
あ
る
‘か
ら
で 

.

右
な
。
'
. 

.

.

.

併
；し
.h

オ
ル
氏
は
是
等
の
表
徵
は
總
：て
拔
去
ぜ
ら
れ 

ね
ば
な
&

ぬ
？ 
S

で
國
家
的
組
合
は
少
.<
'

:
■

す
も
次
.の 

事
項
を
勞
働
者
広
保
：證
せ
ね
ば
な
も
ね
^

斷
定
じ
尨『

對
レ
何
等
の
管
©

權
を
も
有
せ
ぬ
ど
云
ふ
點
R

'

存
す
る
.

3

第
‘

I

 )

、勞
僦
者
は
有
効
需
駆
を
有
す
る
若
干
勞
働
ガ

.. 

V

’
，
第

十

五
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五)
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雜

錄

組

合

社

會

主
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^
酹
す
ろ
岁
ィ
ザ

T

Xの
.批
評
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Ir
'
t
芒

(

lo .
l
六〕

雜

錄
.

紙
合
It
:
# '
虫
縣if

,

T
f
イ
ザ
ァ
ネ
常
^

辩

七

鱗

{

〇
西

'̂
腐
#
し
易
备
容
'器
^
る

に

止

ま

ら

ず

し

て

：
、
：；
費

個

0 

-

人
,
な
6
と
し
で
承
鼢
し
且
.つ
*

報̂
課
す
る
な
變
；

〈 

(

第
：

1
D
、

從
つ
で
®
傭
中
ぬ
窥
非
歷
傭中
に

も
之
汉 

醑
ひ
、.
疾
病
中
似
健
康
勝
ミ

等

し

之

に

報
_
す
§■
こ
、
 

と
^
第

S)

、同
僚
ど
協
力
し
f
生
產
龃
織
吹
徵
理
K

® 

る
乙
ど
0(

第
四)

、11
じ
ズ
同
僚
と
協
撖
1,
て

自

已

勢

働
 

:の
：隹
產
f

對
ず
る
#
利
を
概
立
す
私
1

C」

':
•
•
1
 

^
然
れ
ば
|1
-
家
的

»
<
2の
目
妳
ぐ
す
も
所
は#.
-

人

の

生
 

奮

理

* 

£
て
■

報
酬
し
、
' 各
人
が
-マ
S

 

5

 

怒
有
ず

S

働
力
の
腐
朽
し
f

容

l

a

g
一
 

め

|,
1;
て
之
は
報_

す
芩
妒
拒
囔
ん
ど
す
左
ぁ
の
，で
あ
^,|  

ビ
解
じ
得
る
の
I

つ
て
、
斯
の
如
I

甚
だ
魅
惑
_
 

.で
は
，あ
る
M

f

何
の
利
益
|

§

怠
慢
癖
を
苷
す| 

る
人
ゃ
^

り̂
で
は
、
誠
に
歡
迎
に

*

た̂
る
綱
領
で 

あ

ろ

ぅ"
併

し
f

 _

化

對

し

疋

斯

の

如

き

企

«

は 

谷
©

®刺
#
を

追

求

す5:
現

在

，め«
度

の

下

に

於

，
て

見 

る

が

勿

^

仕

事

の

能

率

を

»
ら
ず
可
ぎ
ゃ
咨
ゃ
？
云
ふ

P0
.

®

を
提
出
^

W

■

る̂

得
免
い
の
で
あ
る
a

c

l

ふ
生̂

1

贫
々
と
袞
ふ
轉
實
栌
-

^

な
る
.

報
酬
を
齋
|

揚
命
こ 

於
で
も
猶
ほ
普
(»

人
«

果
知
宄
勸
^

2

其
仕
.

C

 

す
裔
で
• *

る
5

か
t

 

?

:

幾
多
0

入

々

が

報

酬

©

_

题

叙
 

_

離
れ
<

仕
事
の
.

爲
め
^

仕
事
す
る
を
樂
し
む
で
が
3

ぅ 

-^•
1
K
.
^

^ .

^
は
勿
^

あ̂
^

得
る
こ
迄
^

あ
る
0

fl
f

レ
.見
 

、
.

独
0

人
情
を
基
ミ
;1
>

て̂

|

を
.

立
.

贷
れ
ば
若
し
仕
事
©

 

*

を
谷
：人
0
.
:撰

擇

に

：任

せ

，、

ー

.

切
の
.

人

々

^

_

ぐ

ビ

否
 

S

に
拘
.

&

^

.

共
同
0〕

資
源
が
6

十
全
な
:^
>

報
酬
^

興
^

. 

る
み
龙
ば
、
其
賛
源
は
.
.忽

ち

：
の

肋
-(
5

謙
き
^

#

^

は
_

 

て
糧
食
に
'

す
6

窮
乏
す
：る
で
あ
-/
1
)

ぅ
$
論
斷
せ
ざ
る
を 

韻
な
い
の
.

で
あ
る
,0

然
れ
ば
國
家
的
組
.合
が
人

間

の

慾
 

臻
を
滿
足
す
る
祀
十
分
有
カ
欢
る}

:

個
の
力
た
ら
.

ん
が
.

爲
め
R

:

は
菩
々
の
內
に
新
し
§

精
神
ビ
仕
事
^
»
す
る 

新
し
^

:

熱
心
で
0

發
.

#

を
見
ね
蚊
な
ら
ぬ
0

で
あ
る
o
r 

3
 

I

氏
は
1

0

五
寅
に
.

於
て
.

ー|

家
ズ
勞
働
組
合
潘 

は
、
若
|)

贫
が
.

撢
値
あ
必
.« :

倉
0

1

火
#

:

衣
^
る
可
ぎ

j

I

I|
|

本
め
な
ザ 
<

す
れ
ぱ
,-
-
?
*

根

本

的

：
に

變

化

，
せ

益

れ

^
§

芯 

ぺ
タ£

神
比
固
1:
«

か
れ
ね
ば
な
ら
f
.
s
^
s
^
0 

.

の
何
事
あ
^

-

も
確
實
龙
ぁ
る」

ミ
興
^

で
.

此

蚤

承

®

 ヾ

.

て
居
吝
。而
が
€.
’
‘
コ
ポ
：ル-
氏

は

奶

九

實

に

於

て

€
*
爭

は 

或
-

系
歡
味̂

於
,

«

て
，^

階

級

の

~
^
ネ
 

摩

触

| 

を
提
供
せ
'|
.
:

め
れ
。:'
:

乍
併
其
は
斷
乜
弋
人
»

|^
|

雕
の
觀

j

 

念
を
$

礎
^

せ

:/
>*社
會
を
ょ
り
&
ぐ
齋
も
す
可
さ
人
心 

.

の
f

七
.

有
：產
階
級
の
間
代
導
&

,

は
し
な
>

 

つ
た」

と

|

 

_
:說
い
て
屈
名
炉
ら
，
，'
.
'

〒
ォ
ル
嫉
の
鬼
解
^
漱
ヤ
は
有
識
一 

,

階
級
は
今
猶
ほ
依
然
V

J

L

て|

日̂

が
ら
.

の

，
心

情

を

改

め
 

*

さ
^

^

^

’の

で

，ぁ
•

る
o 

、 

.■
，
へ
一 

:.
'

.

然
ら
ば
他
方
勞
働
激
階
級
.

の
間
に
は
.

*

し
て
人
類
同

|

 

«

の
魏
念
を
»

猶
.

ミ
*

る
社
#

を

ょ

り-$
く

齋
-'
'

^

す

可

|

 

:'
&

人
心
の
變
化
を
見
‘

た

で

ぁ

ろ

ぅ

か

ャ

：。

吾

々

は
一
つ 

，の

勞

働

紐

合

^

}

他
の
勞
働
組
合
と
の
間
t

に
す
將
允
又
た 

;

一-
柳
:«
:

の
勞
»
溝
芯
他
糧
類
の
勞
働
絜
と
の
間
に
木
和_

.
の
，存
す
る
七
^
を
洱
に
せ
る
が
如
ズ
覺
^
て
居.
る
，
而

し
て
斯
の
如
き
は
戰
#

の

疾

苦

の

下

^
於

て

は

極

め

て 

自

然k

じ

て

避

け

難
S

こ
ど
、
な
す
も
の
で
は
あ
る 

が
、
_

«

し
其
は
恫
時
に
_

ぐ
#!
:

K

も
饊
.

か

ざ

る

者

，に

も 

一.•
樣
fc

人
間
.

た
h

,

^
.
.
|
}
5
'
ふ
..?:

理
^

v
j

し
て
'

給
與
す
^
の 

制
度
が
社
會
の
經
濟
的
能
荜
に
*
大
な
る
試
練
た
ら
ざ 

与
が
如
き
時
代
.

比
到
達
|

,

の

如

何

に

§#
遼

遠

た

る 

か
¥

吾」

k々 -
'

語

各.
も
.

，の■
ド
ノ
謂
，ぷ

可
&

で
あ
ろ
沙
0
- 

. 

.

. 

.

.

.
» 

/•
-:

,

而
，む
'

て
®

に
：轉
じ
ir(

如
何
広
し
.て
此
大
改
革
を
實 

行
.

せ
ん
^

#

る
.

^

.

?

1

^ふ
、方
两
1-

ヶ
.
.、之
.

を
恩
名
ど
^

 

や
、

’ 

口
ォ
ル
氏
が 

一
-

^

w

k

於
て
.
.

「

今
：

n

の
勞
働
組 

合
ょ
&

-

3

て
1 1

け
太
贫
る
：.
^

^

組
合
生
れ
出
で
ね
ば
^

 

歐
.

ぬ̂

此
_

«

§

ほ
於
で
は 
一
_

職
業
を
他
«
業
ょ 

>

0

區
別
L>

甲
な
，る
產
業
を
-

乙
な
る
產
m

ょ

れ

區

別

す

各 

i

や
を
最
皁
爲
さ
ぬ
.
'で
あ
^

ぅ

'。
，
產

業

的

勞

働

組

合

は
 

自

由

；
の
'

大
道
は
瞵
接
じ：

て
居
各
、
產
業
的
勞
働
齟
合
ほ 

.「
L

激
.

業
#

.!
:

.

.
1

勞
働
組
合
を
爲
し
、
.I

ぃ
旗
織
を
，有
す」

 

の
意
味
た
名
は
止
灰
ら
ず
^

て

1' 

切

め

產

業

を

趣

ね

：て

第
十
五
卷
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會
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褰
に
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す
右
ゥ
ィ
ザ
ァ
ス
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評
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‘
五

卷
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ー
|八)
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錄

組

合

社

會

主

義

に

對

す

る

ゥ

ィ

ザ

ァ

ス

の

批

評

 

第

七

號.

ー
〇
六

1
大
勞
働
軍
を
縦
成
す
る.
こ
？
を.
意
味
す.
る

: 

產
業
が
全
社
會
.の
爲
め
に
勞
働
者
自
身
に
依
彡
て
管
理 

せ
ら.
れ
組
織
せ
ら
る
>
に
あ
ら
ざ
る
限
ぅ
勞
働
者
は
自 

由

た
る

こ
S
を
得
ぬ」
.
：ビ
云
ふ
故
.、
,氏
が
他

の

個
所
に 

於
て
說
け
る
见
想
s
ff
i
相
容
れ
ざ
る
も

の
で
あ
ろ
ぅ
。

何
^
な
れ
ば
前
に.
揭
げ
た
る
庆
の
言
ょ
b
見
れ
ば
勞
働 

者
は
產
業
を
組
織
す.
る
丈
け
で
办
つ
て
、
社
會
の
利
益 

.
て
ふ
こ
ど
は
一
個
の「

機
能
的
結
»

|

其
が
如
阿
な 

る
意
味
な
る
に
せ
i

l

fc
過
ぎ
ぬ
ビ
見
做
さ
る 
>
國. 

家
に
依
つ.
て
擁
«
せ
&;
る
：>
も
0 '
な
る
に
、
今
や
忽
ち 

し
て
其
勞
働
者
は
全
社
會
の.
爲
め
R
自
&
剿
結
す
可 

き
も
の
で
あ
る
ど
吿
げ
ら
る
、
を
見
る
か
ら
で
あ
る
0 

; 

乍
併
斯
の
如
き
ば
强
ひ
て
之
を
論
ず
る
の
必
要
な
き
が
. 

故
に
®

く
之
を
措
く
ビ
し
て
、
コ

オ

ル
が
一
六
ニ
頁
に
：

‘

於
て
;「

賃
銀
制
度
は
資
本
勞
働
の
再
結
合
、：即
ち
此
兩
. 

者
が
總
て
の
人
の
掌
裡
紀
置
か
る
：/
^
共
妃
終
熄
せ
ね 

ば
な
ら
ぬ
o

此
を
掰
ら
氙
ん
が
爲
め
に
、
賃
銀
勞
働
者

は

資

本

，
の

管

理

を

提

ら

ね

ば

な

ら

ぬ

：

」

と

言

ふ

；は

果

し

' 

て
.

如

何

技

る.意

味
1?
-

あ

ろ5
‘か

？ 
o

コ

オ

ル

氏

：は

此

が
 

果a

て

賃

銀

勞

働

者

：
の

階

級

：が

資

本

の

設

定

#

る

®

場 

機
械
等
を
强
奪
す
る
^」

ビ
を
意
味
か
る

.

や
S

や
を
眼
示 

.

せ
ぬ
'

。
而
し
て
又
た

n
.

オ
ル
氏
は「

此
管
理
は
國
家
的 

組
合
の
下
に
於
て
ば
®
家
を
通
じ
て
集
產
的
に
施
行
せ 

&

る」

ビ
說
くQ

:

で
あ

石
が 
>

國

家

が

如

何

に

し

で

；此
，管 

理
を
得
る
に
至
る
や
に
就
：て
は
全
く
說
.

明
を
加
べ̂

^

 

で
闇
黑
中
R

吾
々
を
放
棄
す
る
の
で
'

あ
る
◊

膝
れ
ば
.

#
 

點

に

.關

し

て

は

吾

々
は

コ

ホ

ル

氏

ょb

も
ホ

ブ

ィ
ン
.氏 

の
：方j

層

の

光.明

を.五！！

々

に
：
與

ふ

る

も

0

で
あ

る

.

ビ
言 

;

は
ね
ば
な
ら
ぬ
0

で
あ
る
が
、
今
は
之
を
玆
に
試
み
な 

い
.
で
あ
ろ
ぅ
。

(

附
記
、
ゥ
ィ
ザ
ア
ス
の
#
論
は次

！. 1

ホ
：ブ
ソ
ン
に
及
び
ス
タ

ア
リ
ン 

浐
に
至
つ
て
：5
'i
が
、
其
筆
法
は
槪
ね
同一

I:
し
て
#
U勝
れ
り 

と
も
思
は
れ
ぬ
か
ら
、
友
ま
で
は
と
し
て
兹
*
u之

打̂
切
つ
て
® 

く
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シ

ヨ
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八
三
年
三
月
十
四
日
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a
r
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M
a
r
x

が
偷
敦
.

 

で
死
ん
で
か
ら
半
歲
餘
に
し
て
彼
の
社
會
思
想
と
は
直 

接
關
係
の
な
い
純
粹
^;
英
國
流
社
會
主
_
の
一
派
が
^
 

生
し
た
。F

a
b
i
a
n

 S
o
d
e
t
y

の
成
立
が
そ
れ
で
ぁ
つ
れ
o 

是
が
機
會
ビ

な
つ
た
の
は
'
 villomas. D

a
v
i
d
s
o
n
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一
 

八 

四
O

I

1

八
九
〇)

の
渡
英
で
ぁ
つ
：た
。
®

3

®

p
 

偷
敦
の
乾g

 

R
は
宗
敎
道
德
社
會
思
想
等
妃
興
味
を
有 

t:
る
靑
年
達
が
集
つ
て
來
だ
。
彼
が
^
^
を
安
つ
て
が 

ら
此
集
會
は
後
に
，History 

o
f

 

F
a
b
i
a
n

 

S
o
d
e
t
v

を

著
は
し
た

(
p
e
a
s
e)

の
宅
で
隔
週
催
さ
れ
る
事
に
な
つ 

た
。
第

1

同
の

1

八

八

三

年

十

月

ー

1

十

四

日

の

會

で

豫 

て

D
a
v
i
d
s
o
n

が
彼
等
に
說
い
て
居
た『

新
生1

(
v
i
t
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N
u
o
v
a
)

ど
い
ふ
論
文
の
朗
«

^

4

/

の
中
に
示
？
れ
た
崇 

.高
な
生
活
を
營
む
事
の
出
來
る
樣
な
共
產
主
義
社
會
の 

建
設
は
如
何
な
る
方
法
で
可
■

に
な
る
か
に
就
て
M

 

を

行

つ

た

。

拾

一

月

七

日

の

第

ニ

囘

^

は

討

論

の

結

果 

『

最
高
道
德
の
可
能
性
に
^

つ
て
社
會
の
改
缎
を
行
4

 

事
を
終
局
目
的
^

す
る
聯
S

を
作
る
事』

S

云
ふ
決
議 

.

を
行
ひ
、
次
の
廿
三
日
に
は
次
の
案
が
表
面
上
滿
場• 

I

 

故
^

可
決
さ
れ
.

た
。『

競
爭
制
度
は
多
數
.

の̂

^

犠
牲
‘に 

し
て
小
數
の
者
に
宰
福
ヒ
快
樂
を
與
へ
る
も
の
，で
あ
る 

事
及
び
妣
會
は
一
舣
の
#
#
双
び
幸
國
を
確
保
す
る
様 

な
方
法
に
®

つ
て
改
造
3

れ
ね
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な
ら
ぬ
ビ
云
ふ
'事
を 

本
會
/7

員
は
主
.

張
す
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併
し
此
決
議
は
精
神
的
な
方
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い
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ゐ
る
£

云

ふ
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_

が

會

負

中
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一
一.月
'七y
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出
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